
40号土娠

A区北側で検出された。40号土壊につ

いては、 2遺体分の人骨が約10cmの上下

差で発見されたが、土竣の切 り合い関係

が確認されないため、 1つの上媛に 2遺

体が埋葬された可能性も考えられる。上

位から発見された人骨及び副葬品を40■

号、下位のものを40-2号 とした。さらに

この土羨は、53号土媛を切る。40号土羨

の形状は、長軸1.69m短軸1.26mの 隅丸

長方形を呈し、残深0.8mを測る。主軸は、

N‐ 4° ―Wである。

39.5m

0        05m

40-1号土境から出土した人骨は、頭骨

は西に位置し、南側に右耳、北側に左

耳、顔面は上面を向いた状態である。

出土した貨幣はすべて鉄銭である。

40-2号土墳から出土した人骨は、頭骨

が中央よりやや北側にあり、左耳が西

側に位置する。上媛南側で大腿骨など

の足骨が出上した。

―
↓
―
帝
／

39.5m

0        06m

―

§

鶏

40-1号土壊

第93図 40-2号土渡出土貨幣実測図 (1/30)
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頭骨の東側に、貨幣 8枚セットと、

キセルが出土した。貨幣はすべて

寛永通費である。

41号土境

29号土娠北側で検出され

た。29号土墳に切られ、44

号土娠を切る。土娠は、残

長0.72m× 1.22m、 残深

0.36mを測る。形状は隅丸

方形か ?

主軸は、N‐ 15° いEを とる。人骨や遺物の出土はない。

40-2号土娠

第94図 40-2号上境出土遺物実測図  図及び拓影図 (2/3)計 8枚

39.7m

o         05m

第96図  41号土境実測図 (1/30)

42号土境

29号土崚の南

側に位置する。

29号土娯に切ら

れ、50号土壊、

55号 土媛 を切

る。土媛の形状は、残長軸 1。15m短軸1.03m

で隅丸長方形を呈する。残深は0.52mを 測る。

主軸は、N-1.5° ―Wである。人骨は発見され

ない。床面直上で、貨幣が 7枚セットで出土

05m

新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 銭
�
永
足絹朝

~~プ・29号土壌に
1 切られる

41号土渡

42号土渡

第97図  42号土渡実測図 (1/30)
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―

第98図  42号土境

0        2 5cm

した。すべて寛永通費である。このほか、鉄釘が出

土した。

44号土墳

29号土壊と41号土媛に切ら

れた状態で、検出された。土

娠は、残長0.74m× 0.24m、

残深0。21mである。南北に主

軸をとる可能性が高い。人骨

や遺物は確認されなかった。 第99図  44号土境
実測図 (1/30)

２９
号
土
墳

　

　

Ｅ
ｏ
８

|

39.3m

て 1

Ｅ
Ｎ
．０
∞

新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭 寛永文銭
背文「文」

古寛永銭

44号

29

れた

娠 は

残深

・
に
切
ら
れ
る

第101図 45号土娠出土貨幣実測図 (2/3)計 5枚

39.2m

0        05m

第100図 45号土境実測図 (1/30)
45号土矯

35号土墳の北側で検出された。35号土墳に切 られる。残長

0.57m× 0.89mで南北に長い隅丸長方形を呈すると考えられる。

残深は0,4m。 土媛の主軸は、N-9° ―Wを とる。人骨が床面直上で

発見された。人骨の南側で貨幣が 5枚セットで出土した。錆に覆

われていたため、そのままの状態で保存した。このほか、鉄釘が

出土している。

48号土娠

A区北東で検出された。新しい土媛によって北東と北西の角を切られる。北側に位置する51号土媛を

切る。土媛は、長軸0.98m短軸0.91mの 隅丸長方形か ?残深0.36mを 測る。土娠中央の床面約8cmの とこ

ろで、人骨片が発見された。南端の床面直上から、木片と貨幣が 7枚セットで出土した。すべて寛永通

35号土境に
~｀＼
1切 られる

45号土媛

一-73-一



賓である。 このほかに、

鉄釘が出土。

ШO・ 68

貨幣

新しい土境

~~~~:サ

デ

r新 しい土壊

〃

午

―

―

0        05m

第102図  48号
土境実測図

(1/30)

49号土渡

A区北西端で検出された。北側と西狽Iを新しい土

期に切られ、南狽1の 54号土壊を切る。土壊の形状は、

長軸1.2m短軸085mの 隅丸方形を呈し、残深0.52m

を測る。N-9° …Wに主軸をとる。床面直上から、人

骨が発見された。土崚中央で、頭骨や歯、肋骨が、

土娠南西端で足の骨が出土した。頭骨の南側で、貨

幣が 7枚セットで出土した。 1～ 3・ 6は寛永通賓、

4・ 5。 7は鉄銭。

Ｅ

め
．Ｏ
ｏ

0        05m

―
第104図 49号土境実測図 (1/30)

Eは 錆付着
4、 5

0        2 5cm

―第105図 49号
土境出土貨幣
実測図及び

拓影図(2/3)
計 7枚  7は破片

|

ガ
・熱

ヽ

木片＼

7

新寛永銭 蛾
阿
歎
故

新寛永銭
背文「小」

古寛永銭 古寛永銭 寛永通費
詳細不明

寛永通費
詳細不明

¨

新寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 新寛永銭

49号土境



下

50号土境

29号土崚の南側で検出された。29号土

壊と42号土娯に切られる。造成土に掘り

込んでいる。土媛の形状は、長軸1,41m

短軸1,02mの 隅丸長方形を呈 し、残深

0.97mである。N-13° ―Eを 主軸にとる。

土娠に南側床面直上で人骨が発見された。

また、北寄りで貨幣の 7枚セットが出土

した。繊維が付着している。すべて寛永

通費である。ほかに、鉄釘が出上した。

51号土娠

48号土娠の北側で検出された。48号

土壊と新 しい土娠に切 られる。残長

1.23m× 0.86mで 隅九長方形、残深

0.67m。 主軸はN-3° ―Wを とる。床面

直上の上媛中央で大腿骨、北側で頭骨

切 られる _

0        05m

―

50号土境       饒鰯 は繊維付着
0        2 5cm

第107図 50号土境出土貨幣実測図及び拓影図 (273)計

―‐Ч
Ｉ
′
（
／

Ｅ
ｏ
．ｏ
ｏ

0        05m

第108図 51号土境実測図 (1/30)

/穫

第106図 50号土境実測図 (1/30)

展彊団は繊維付着

¨
暗
∞
¨
∞
飴

新寛永銭 寛永通費
詳細不明

新寛永銭 寛永通費
詳細不明

新寛永銭 古寛永銭 古寛永銭

39.Om
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騒屋量は繊維付着 厩亜]は錆付着

1-4

＼貨幣∽

られる

新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭 新寛永銭

2 5cm

第109図  51号
土境出土貨幣実
測図及び拓影図
(2/3)

計 8枚

墳の主軸は、N-5.5° ―Wであ

る。床面直上で、北側から頭

骨や腕、南側で足の骨が発見

された。頭骨南側で、貨幣が

6枚セットで出土した。すべ

て寛永通費である。ほかに鉄

釘が出土した。

が発見された。貨幣が 8枚セットで出土

し、 1～ 4は繊維付着のため、保存処理

を施した。このほか鉄釘出土。

52号土境

11号土壊の南で検出された。北側を11

号土壊に、南側を17・ 18号土崚に切られ

る。土娠は、長軸1.4m短軸1,04mの 隅丸

長方形を呈し、残深は079mを測る。土

ヽ
＼

刊7・ 18号
土境に
切 られる

⌒
Ｅ

卜
．ω
∞

第110図 52号土境実測図 (1/30)

3、 4

任¬_ィ_r,全軍
m                 .与

第111図 52号土境出土貨幣実測図
及び拓影図 (2/3)計 6枚

52号土境

古寛永銭 寛永文銭
背文「文_

新寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 古寛永銭



53号土墳

40-1,-2号土壊の下位から検出された。床面付近のみ残

存する。土墳は、長軸1.21m短軸0.9mの隅丸長方形を呈

する。主軸は、N-6° ―Eを とる。北側で頭骨、南側で足

の骨が発見された。頭骨南で貨幣が 7枚のセットで出土

した。錆。繊維付着のため、保存処理を施した。頭骨の

東側で、銅製キセルが出土した。他に鉄釘有り。

上部を40-1、 2号
壊に切 られる |

0        05m

39.Om

第112図 53号土壊実測図 (1/30)

Ｅ

ｏ
．Ｏ
ω

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

‐

Ｅ

ゆ
．Ｏ
ｏ

社И糾鋤刊欝

①正 三〕 ◎ 匡 三 二 ¬
第113図 53号土境出土遺物実測図 (2/3)

0        2 5cm

第114図 53号土墳出土貨幣実測図 (2/3)騒翻 は繊維付着
計 7枚  剛 は錆付着

0         05m

―

第115図 54号土境実測図 (1/30)

54号土墳

49号土壊の南側で検出された。49号土壊と新しい土壊に切られる。土壊の残長は1.26m× 0.97mで隅

丸長方形を呈する。土媛の残深は0.65m、 主軸はN-19° ―Wを とる。人骨が発見され、頭骨は土壊北側に

位置する。土娠中央で、貨幣が 7枚セットで出土した。 1～ 5は寛永通費、 6は被片、 7は鉄銭である。

53号土墳

54号土境

―-77-―



∞
6響

鯵
新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 詳細不明

ト

ー

R

ω
Ｏ
う
ヨ

55号土境

29号土媛の南側で検出された。42号土娠と50号土娠に切

られる。残長は0.90m× 0.36mで、土媛の残深は0.36mであ

る。主軸の向きは不明。人骨や遺物の出土はない。

0        05m

第117図 55号土境実測図 (1/30)

2 B区の土媛

B区は、A区の北東側に位置する墓域である。A区との高低差は3mで、標高は37mである。B区は

改葬済みの上墳や新しい土娠が多く、調査対象土壊は3基が検出された。

|

よ

八

◇

ヽ

ヽ

ヽ

、

′

′

′

′

′

ノ

/

0               25               5m

第118図  B区墓石 。上壊配置図

/

/ Ξ:::3暑のみ
%・ ・・新 しい土壌,改葬済土壌

自文字・・・墓石番号

赤文字・・・土猿番号

__←=庁
―

|

―-78-―
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36.8m

27号土境

27号土境

B区西端で検出された。土壊は、

長軸1.56m短 軸1.18mの 隅丸長方形

を呈し、残深は0.78mを測る。土壊

の主軸はN-41° ―Wを とる。人骨や

遺物の出土は確認されない。

lg

|

第119図 27号土境実測図

0        05m

(1/30)

第121図 46号土境実測図 (1/30)

―Eを とる。人骨は発見されなかった。鉄釘が出土してい

第120図

0-十
一
~― Υ
m       l

28号土境実測図 (1/30)

28号土墳

新しい土壊に切られ、僅かに残存する。46号土壊を切る。人骨は発見されず、鉄釘が出土した。

46号土媛

28号土壊の南東に位置する。新しい土疲

や28号土壊に切られる。土娠の形状は、長

軸1.51m短軸0.98mの隅丸長方形を呈する。

残深は0.41mを はかり、土媛の主軸はN-41.5°

る。

28号土境

―-79-―



3 C区の土媛

C区は、A区の南東側に位置する墓域である。A区との高低差は2mで、標高は38mである。C区は

改葬済みの土壊ゃ新しい土媛はなく、短期間のみの利用が考えられる。土渡は5基が検出され、A区側

に地形に沿って並んでいる.。 このうち3号土羨、 4号土城、 5号土壊は、墓石との対応関係が判明して

セヽる。

白革宇1'・ 墓石番号

赤文字・・・土壌筆号

5m

第122図  C区墓石・土墳配置図

1号上療

南西端で検出されたち土壊は長軸1.21m

短軸 0ゃ 93mの 隅丸長方形 を呈 し、残深

0173mを測る。土族の主軸は、IN-13.5° iE

をとる。人骨や遺物は確認されなかった.。

0        015m

ω
ミ
・０
ヨ

第123図  1号上療実測図 (1/30)

-80-



下

ω
Ｎ
Ｏ
ヨ

４壽

．

1 37.9m

2号土墳 第124図  2号土境実測図 (1/30)

2号土境

1号土壊の隣に位

置する。土娠の形状

は、長軸 1.6m短軸

1.23mの 隅丸長方形

を呈し、残深0,79m

である。土媛の主軸

は、N-21.5° ―Eを と

る。床面直上で、人

骨片が発見された。

第125図  2号土境出土貨幣拓影図 (2/3)

土壊中央で、貨幣が 6枚セットで出上した。すべて寛永通費である。

0         05m

第126図  3号土境実測図 (1/30)

3号土墳

2号土壊の隣で検出された。土娠の形状は、長軸1.49m短軸0.85mの 隅丸長方形を呈し、残深0.44mを

測る。土媛の主軸はN‐ 9° ―Eを とる。床面直上で、人骨片が発見された。床面中央で貨幣が 7枚のセッ

トで出上した。すべて寛永通賓である。29号墓石と対応する。

ω
Ｎ

∞
ヨ

≪

　

幣

淑
駄
＼
を貝

翰 鯵
鯵

寛永通費
詳細不明

古寛永銭 古寛永銭 古寛永銭 寛永通賓
詳細不明

古寛永銭

°一貨幣  °

-81-



7

2 5cm 第127図  3号土渡出土貨幣実測図~          
及び拓影図 (2/3)

古寛永銭 古寛永銭 寛永文銭
背文「文」

古寛永銭 古寛永銭 古寛永銭 古寛永銭

鞭 4■ⅢⅢ■■■―

―ξl
0        05m

第128図  4号土境実測図
(1/30)

新寛永銭 元豊通費 古寛永銭

睡屋団は繊維付着

4号土境

3号土壊の隣で検出された。土壊の形状は、長軸1.5m短軸

1,02mの 隅丸長方形を呈し、残深0,6mを 測る。土媛の主軸はN―

9° ―Eを とる。土壊中央の床面直上で、貨幣が 7枚セットで出

土した。1～ 4は、繊維に覆われていたためそのままの状態で、

銀存処理を施した。 5。 7は寛永通費、 6は元豊通費である。

30号墓石と対応する。

幣や貝
／
ｅ

―-82-―

L



C区で最も北東に位置する。土媛の形状

は、長軸1.51m短軸1.16mで 隅丸長方形を

呈し、残深は0。67mを測る。上壊の主軸は、

N-13° ―Eを とる。人骨や遺物の出土はなか

った。31号墓石と対応する。

0         05m

第130図  5号土境実測図 (1/30)

4 D区 の土媛

D区は、A区の西側に位置する墓域である。A区 との高低差は1.5mで、標高は約41.5mである。D区

は改葬済みの土残や新しい土援が多く、調査対象土媛は2基が検出された。

第131図 D区土境配置図

―-83-―



|

|

0         5cm

第133図 43号土境出土
遺物実測図 (1/3)

第132図 43号土境実測図 (1/30)

南端床面直上で、陶磁器片 1点が出土した。土媛に伴うものではない。

41.司 m

0         05m

第134図 47号土境実測図 (1/30)
―

第135図 47号土娠出土貨幣実測図 (2/3)計 7枚

47号土境

43号土墳の西側で検出された。43号土壊と新しい土壊に切られる。土娠は、残長0.85m× 1.Omで、隅

九長方形の可能性が高い。残深は、0.48mを 測る。土壊の主軸はN-15,5° ―Wである。床面直上で、人骨

と、貨幣が発見された。貨幣は 7枚セットで錆に覆われていた。

5 E区 の土媛

E区は、川子地区墓地群の上段に位置する墓域である。標高は約33mである。土墳は、岩盤の上の自

然堆積層や整地層に掘り込まれる。E区は改葬済みの上媛や新しい土媛が多く、調査対象土媛 3基を検

出した。 6号土墳は、整理作業の段階で、明治～大正以降の所産であることが判明した。

Ｅ

▼
．
Ｆ寸

43号土墳

D区の東寄 りで検出された。

47号土娠を切る。土媛の形状は、

長軸1.31m短軸0,95mの隅丸長

方形を呈し、残深0.69mを 測る。

土娠の主軸は、N-26.5° 一Wを と

る。人骨は発見されない。土媛

0        05m

Ｅ

Ｆ
．
ｒ
寸 47号土渡
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物・・・新 しい土墳,改葬済土境

赤文字・・・土竣番号

25          5m

第136図  E区土境配置図

334m

，
日
叶
―
新
土
境

第137図  E区土層断面図

改葬墓群

0         5cm

第139図  6号土渡
出土遺物実測図 (1/3) 0        05m

―
6号土境実測図 (1/30)

6号土渡

土壊南側を新しい土壊で切られる。土媛は、

残長0.9m、 幅1.Omで隅丸長方形を呈するか ?

残深0。75m。 土壊の主軸は、N-36.5° ―Eである。

床面から頭骨が発見され、その周囲でベッコウ

製警 2点、磁器 1点、 8枚セットの貨幣が出土

した。磁器の年代から土娠は明治～大正以降の

ものであることが判明した。

6号土境

一-85-―

第138図



q   l

第140図  6号土境出土遺物実測図 (2/3)

7号上境

7号土娠は、北側と東側を新しい土媛

や改葬済土娠に切られる。土壊は、長軸

1.45m短軸0.9mで隅丸長方形か ?残深は

0,8m。 人骨は、土媛の東壁付近で僅かに

発見された。同じ地点で、土製品や磁器

片が出上したほか、西壁付近で土製品 2

点、北側で貨幣が 8枚セットで出上した。

貨幣以外は、土墳に伴うものかは不明で

ある。ほかに鉄釘出土。

0        05m

第142図  7号土境実測図 (1/30)

第143図  7号土渡出土遺物実測図 (1/3)
第144図  7号土境出土貨幣拓影図 (2/3)計 8枚

新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 首寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭

ヽ

1

7号土境

］
悦

寛永通費
詳細不明



ω
ω
・〇
ヨ

0         05m

8号土境 0        2 5cm

購
 デ隠ダ

第145図  8号土境実測図 (1/30)

8号土境

屡重団は繊維付着

7号土娠の西側で検出された。土壊は、床面 Eは 錆付着

付近のみ残存 していた。長軸1.35m短軸0,95m第
¬46図  8号土境出土貨幣実測図及び拓

影図 (2/3)計 7枚

の楕円形を呈する。主軸は、N-24° ―Eを とる。頭骨や大腿骨が発見された。土娠中心で貨幣が 7枚セ

トで出土した。 1～ 6は繊維及び錆が付着していたため、そのままの状態で保存処理を施した。

表 4 土娠観察表

A区土娠 ( )は残存寸法

土娠
番号

図

面 土援の形状
土媛の寸法 (m)

主軸
人骨の
出 土

副葬品 の
上
釘
出 備  考

平面形状 床面形状 残深 貨幣 その他

9号 隅丸長方形か? 琵(062)X幅 (106) 長(053)X幅 (071) N-9° 一W 10号土媛に切られる

10号 隅丸長方形 長 (150)X幅 139 長135× 幅1.03 1.04 N-21° 一W ○ ① 9号土婿を切る

11号 隅丸方形 長160× 幅150 長130X幅 120 0,88 N-70° ―E 7 52号土壊を切る

12号 隅丸方形 長188× 幅175 長145X幅 144 N-78° 一E ○ 7

13号 隅丸長方形 長132× 幅l18 長109× 幅084 0.63 N-28° 一E ?

14号 隅九長方形 長129× 幅099 長102× 幅075 0.53 N-10.5° 一W
15号 隅丸長方形 長172× 幅137 長129× 幅095 0.8 N-265° 一E ○

16号 隅丸長方形 長1.59× 幅1.07 長130X幅074 0.53 N-24° 一E ○ 7 30号土墳を切る

17号 隅丸長方形 長(120)X幅 094 長0,96× 幅0.67 0,55 N-65° 一W
18,52号土媛を切る

人骨腐蝕痕有り

18号 隅丸長方形 駐(134)X幅 114 長 (124)X幅 099 0.44 N-11▽ ―E
17号土媛に切られる

52号土壊を切る

19号 隅丸方形 長1.38× 幅1,39 長113X幅 104 N-24° ―E ○ 7

20:許 隅丸長方形 長152× 幅128 長1 46 X ttX02 065 N ○ 7

21号 隅丸長方形 長167× 幅085 長151× 幅073 N-49° 一W 7 ○ 22,23号土境を切る

22号 隅丸長方形 長1.24× 幅0,76 長106X幅071 022 N-25° ―E
21号土媛に切られる

23号土媛を切る

23号 隅丸長方形 長(121)X幅 (125) 長(109)X幅 (lЮ 6) 0,47 N-34° ―E 21,22号土壊に切られる

241チ 隅丸長方形 長(145)X幅 (1,28) 長1.10X幅 0.80 N-6° 一E 1 ○

25号 隅丸長方形 長1,75× 幅o,86 長160× 幅070 N-855'― E

26'計 隅丸長方形 員1.23X幅 0,96 長098×幅076 045 N-305° ―E 磁器 4、 陶器 1

29テ許 隅丸長方形 長2.07× 幅175 長161× 幅131 （
υ N-1▽ ―W ○ 7 ○ 41,42,44,50号土媛を切る

30デ許 隅丸長方形 長130× 幅098 長106× 幅065 064 N-235° ―E ○ 16号土媛に切られる

31号 隅丸長方形 長(l10)X幅 (129) 長115× 幅0.85 N-145° ―W 磁器 1、 数珠37 ○ 32,33号土媛を切る

321許 隅丸長方形 長155×幅 (095) 長135× 幅0.82 0.6 N-10° ―W 31号土媛に切られる

331許 l島丸長方形 罠(110)× 幅0981長 (102)X幅 0,82'0,44 N-14° ―W 7 磁器1、 銅製警1 ○ 31号土媛に切 られる
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渡
号
土
香
図

面 土媛の形状
土媛の寸法 (m)

主軸
人骨の
出 土

副葬品 釘の
出土

備  考
平面形状 床面形状 残深 貨幣 その他

34:チ 隅丸長方形 長146× 幅099 長105× 幅092 1.25 N-47° ―W ○ 7

351許 隅丸長方形 長126X幅 (110) 長0,95× 幅074 055 N-1 ―W ○ 45号土媛を切る

36す計 隅丸長方形 長126× 幅095 長1,07× 幅081 055 N-9° 一E

37:許 隅丸長方形 長154X幅 (112) 長12× 幅0,95 0.49 N-15° 一W ○ 8 鉱物片、数珠 2 ○ 頭骨が北に位置

38'許 隅丸長方形 長145× 幅095 長128X幅 0.82 0.41 N-76° 一W
磁器 2、 鈴、容

器片

39:} 隅丸長方形 風157×幅 (115) 長148X幅 (093) 045 N-25° ―W 7

40‐ 1号 隅丸長方形 長1.69× 幅126 長147× 幅1,10 08 N-4° 一W ○ 53号土壊を切る

411‐2号 隅丸長方形 長169× 幅126 長147× 幅100 N-4° 一W ○
鋼製キセル吸

日、雁首
53号土媛を切る

41号 隅丸方形か?
一長
(Oη)X幅 1.22 長 (066)X幅 103 0.36 N-15° 一E ○

29号土娠に切られる

44号土娠を切る

42'計 隅丸長方形 長(115)X幅 (lЮ 3) 長 (1,06)X幅086 0.52 N-15° ―W ○
29号土媛に切られる

50,55号土媛を切る

44号 不明 長(0硼 Xtt Ю朋 長(0.51)X幅 (015)
Ａ
Ｖ 軸不明 29,41号土媛に切られる

45'} 隅丸長方形 長(057)X幅 (080) 長(05)X幅 (l169) 04 N-9° 一W ○ ○ 35号土媛に切られる

481ヂ 偶丸長方形か? 長0,98× 幅091 長097×幅0,79 036 N-155° 一E ○ 7 ○ 51号土媛を切る

491ン 嶋丸方形 長(120)X幅 (085) 長(114)X幅 (077) N-9υ ―W ① 7 54号土媛を切る

501争 隅丸長方形 長141X幅 (1.02) 長113× 幅062 0,97 N-13° ―E ○ ○ 29,42号土媛に切られる

51号 喝丸長方形 長(1路)X幅 (0お 6) 長(115)X幅 (OЮ )
一
イ N-3° ―W ○ ○ 48号土媛に切られる

52号 喝丸長方形 長(141)X幅 (lЮ 41 長114X幅0.81 0,79 N-55° ―W ○ ○ 11,17,18号土娠に切られる

53手許 隅丸長方形 長(121)X幅 (09) 長(118)X幅 (0,88) 017 N-6° 一E ○ 7
鋼 製キセル吸

雁首日、
○
40-1,40-2号土媛に切
られる、頭骨北に位置

541ヂ 隅丸長方形 長(126)Xtt 1097) 長 (122)X幅 080 0.65 N-19° 一W ○ ，
Ｖ

49号土壊に切られる

頭骨北に位置

55号 不明 長(090)X幅 (036) 長(α62)X幅 (020) 軸不明 50,42号土媛に切られる

B区土娠

媛
号
土
春
図

面 土媛の形状
土 婚 の 寸 霰 (m)

主軸
人骨の
出 土

副葬品 釘の
出土

備  考
平面形状 廉面形状 残深 貨幣 その他

271許 隅丸長方形 長156X幅 1.18 長125× 幅071 0,78 ―W

28す許 隅丸方形か? 長(lЮ 2)X幅 (026) 長(063)X幅 (015) 軸不明 ○
46号土媛を切る

新土媛に切られる

46手予 隅丸長方形 長(1.51)× 幅(008) 長131X幅 (0,86) 0.41 N-415° ―E ○ 28号土媛に切られる

C区土娠

土壌
番号

図

面 土媛の形状
土媛の刊

^法
(m)

主軸
の
土

骨人

出
副葬品 の

上
釘
出 備  考

平面形状 床面形状 残深 貨幣 その他

1号 隅丸長方形 長 21X幅 0,93 長 05× 幅064 N-13.5° ―E

2号 隅丸長方形 長 60× 幅123 長 .24× 幅083 0,79 N-215° ―E ○ 6

3号 隅丸長方形 長 49× 幅085 長 13×幅0.60 0.44 N-9° 一E ○ 7 29号墓石と対応

4号 隅丸長方形 長 ,50×幅102 長 13X幅 0.80 06 N-9° 一E 7 30号墓石と対応

5号 隅丸長方形 長 .51×幅1,16 長 25× 期目090 0.67 N-13° 一E ○ 31号墓石と対応

D区土媛

壊
号
土
番

図

面 土媛の形状
土境の寸法 (m)

主軸
の
土

骨人

出
副葬品 釘の

出土
備  考

平面形状 床面形状 残深 貨幣 その他

43:許 隅丸長方形 長131× 幅095 長102X幅0,71 069 N-265や ―W 磁器 1 生7号土媛を切る

47,デ 偶丸長方形か? 長(085)X幅 (10) 長(0681 X幅 (088) 0.48 N-155。 ―W ○ 7 生3号土媛に切られる

E区土壊

媛
号
土
香
図

面 土墳の形状
土媛の寸法 (m)

主軸
の
土

骨人

出
副葬品 釘の

出土
備  考

平面形状 床面形状 残深 貨幣 その他

6号 隅丸長方形か? 長(09)X幅 (10) 長(141)X幅 (l171) N-365° ―E ○ ベッコウ警2点、磁器1 頭骨北に位置

7号 隅丸長方形か? 昆(145)X幅 (09) 員(070)X幅 0,75 N-35° 一E ○ 8 磁器1、 土製品3 ○ 新しい土媛に切られる

8号 楕円形 長135X幅095 長110× 幅080 N-24° ―E 7 ○ 土媛残存状況不良
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表 5 遺物観察表

陶磁器

暮警  遺物名  地区  出土地点
晰
頁

面
号
図
番 器高  口径 底面径 詳細・備考

陶器 A区 26号土壊+表± 66 109   (58)  10.5 ―  薩摩18cか ? 混入品

磁器 A区  26号土媛 109 2.7 肥前小杯17c後半から18c前半  混入品

磁器 A区 26号土娠+表± 66 109 2,7 肥前系小杯18c前半か ? 混入品

磁器 A区  26号土壌 109 3.8 肥前茶飲用姿の碗1780～ 1810年代  混入品

磁器 A区  31号土媛 109 ，
Ｖ 2.8 肥前染付小杯18c前半～中葉  副葬品

磁器 A区  33号土媛 109 2.8 肥前染付小杯18c前半～中葉  副葬品

109磁器 A区  38号土頻 4.5 肥前波佐見染付碗18c後半 混入品

磁器 A区  38号土媛 109 2.8 肥前染付小杯18c後半 混入品

磁器 D区  43号土媛 109   (2.2) 3.4   月巴前物を18c 混入品

磁器 E区   6号 土媛 7.2 3.5  瀬戸美濃染付銅板転写明治後半～大正   冨賜率品109

磁器 E区   7号 土媛 143   109   (36)   7.4 肥前白磁小杯17c後半～18c 混入品

土製品

詳細・備考敵
厚
敵
幅
敵
高
剛
頁
晰
需暮警 遺物名 地区 出土地点

土製品  E区 7号土娠 刀
仕 ■9 土製品109 混入品 ?

土製品  E区 7号土媛 143 4.1 0.8 土製品109 混入品 ?

土製品  E区 7号土媛 6.1109 1,7 土製品 混入品 ?

金属製品

詳細・備考材素敵
厚
敵
幅
敵
一局
剛
頁
剛
需

遺物名  地区 出土地点
物
号
遺
番

警   A区 33号土媛 109   11.4 0.1 銅製 副葬品

■4109A区 38号土媛 ■9 鉄製 混入品 ?

14 容器片  A区 38号土媛 109 鉄製 最大厚欄は器厚を記入 混入品 ?

15 キセル雁首 A区  402号 土媛 109 2.1 銅製 竹材残存 副葬品

16 キセル吸口 A区  40-2号土壊 109 ■2 銅製 竹材残存 副葬品

17 キセル雁首 A区 53号土媛 ■2109 銅製 竹材残存 副葬品

18 キセル吸口 A区 53号土媛 109 銅製 竹材残存 副葬品

その他の遺物

詳細・備考素材激
厚
款
幅
敵
一局
晰
頁
剛
需導留 遺物名 地区 出土地点

数珠 A区 31号土壊 0.4109 0.5 貝の可能性高い同一土媛より同様のもの36点有り 冨嘘奉品

A区 37号土媛 109 0.5 貝の可能性高い 2 4Elイ本湘乳舒 副葬品

と

10 銀色岩片 A区

6号土壊 109

―-89-―

0,3 ベッコウ製 同一土援より他に破損品1個体分有, 冨曜率品

37号土媛 1.4 鉱物 副葬品



表 6 出土銭貨観察表

地

区 土壊
銭貨
番号

伽 背面
出土状況
備  考

整理
番号

Ａ

区

10号
土娠

1 新 寛 永 銭

床直上、副葬品

2 新 寛 永 銭

3 克 永 又

拓 Q
4

5 寛 永 文 銭 文

6 古 寛 永 銭 拓 C
7 新 寛 永 銭 南 票瑞 、破 損 の

ため混入 か ?

拍 鬱

8 新 寛 永 銭

9

11号
土壊

1 EJ夢

床直上、副葬品

l

4 新 寛 永 銭 4

5 古 寛 永 銭

6 冦永通費詳細不け
冦永通費詳細不リ

号
媛
‐２
土

1 克 永 更

床直上、副葬品

1

�一麹
こ文 銭

5 寛 永 銭

6 新 寛 永 銭

7 新 寛 永 銭

13号
土壊

1 開 /L運要

床直上、言U葬品
三Z毒 (

1

t「反E ２

一３
永 銭

４

一５

・永 )4

)5こ文 銭

6 苗 寛 永 銭 委 ∪ 6

7 百 寛 永 銭

号
媛
‐４
土

1 百 寛 永 銭

床直上、副葬品 理艇
顧

百 克 永 銭

自永通曹詳細不け

15手許
土媛

吾羊糸田ラド弓

布付着、翻床直上、螂

保⊂ 1

言羊糸田刀[ワ町 保 ⊆

言手沐田/1kり可 休 ∪ 3

4 言手測 イ 明ヽ

言手湘山イ りヽ可 処
爬言千測 イ 明ヽ

電永通費詳細不り 拓 Q 1

16号
土媛

詳 細 不 弓

布付着、
床直上、脚嚇

保 ⊂ 1

詳 細 不 明 K
詳 細 不 引 保① 3

詳 細 小 明 墨
無
一

詳 測 イ 物ヽ 5

6 言手系Ш万ヽ 保  ( 6

7 言千孫阻拓ヽ 保  ( 7

17号
土媛

l 新 寛 永 銭

床直上、副葬品

委  ( 1

寛 永 文 銭 委     (

盲 寛 永 銭 委 ① 3

百 寛 永 銭 4

百 克 永 5

興硬

19号
土壊

1

布付着、保不処理
床直上、副葬品

策 ⊂ 1

詳 細 不 舅 保 廼 2

言子不HコFH/1 処
願
憮
一腫
腫

三千糾 イ 明ヽ 4

冨平不出イ リヽ

患永通奮詳細不リ 7

20手許
土壊

1

布付着、保存処理
床直上、副葬品

保 廻 1

2 保 ① 2

理腫
硬

4

5

6 言羊系田フドワ] 6

7 言羊糸田ラ下し 保 q
'7

21号
土媛

1 百 寛 永 銭

副葬品

委 ① l

2 称 寛 永 銭

新 寛ハta

詳細 不 弓
罫
穂

5 言羊細 不 弓 可,I](の
言手系出フトし可 ラ下  (

7 言辛孫u1/ヽ 小 ⑫

地

区 土媛
銭貨
番号

分類 背面
出土状況
備  考

理
号
整
番

Ａ

区

ぢ4 l

新 宅竃水

脇東上面一括、混入か ? 手石  (

29号
土壊

鉄錆付着、鉄銭
混か ?

床直上、副葬品

1

詳 細 不 弓 こ舜  (

詳 細 不 明 委 ∪ 3

言羊糸田フ下り月 4

言干不出イ りヽH 5

言干糾 イ 明ヽ 6

1万ヽ 7

号
墳
３０
土

床直上、高U葬品

1

・永
i永銭 委 ∪ 3

新 寛 永 銭 4

新 寛 永 銭 5

百 寛 永 銭 6

7

31号
土壊

布付着、
呆存処理床直上、靭

l

保     (

詳 細 不 明 保 ① 3

言羊糸田/1・ り町 1カト  ( 4

言千不出フトリH

6 言干系出イ りヽ弓 6

7 新 首 永 後 J厚百

中呻麟

1

豊永通費詳細不刷 2

10 新 寛 永 銭 :多二  (

11 新 寛 永 銭 委 ① 4
新 寛 永 銭

新 寛 永 銭

三:き    (

14 新 寛 永 2

1

名永通奮詳細不明 2

新 寛 永 銭

新 寛 永 銭 委鯉94
新 寛 永 銭

33号
土媛

1 毒永通費詳細不明

布付着、保存処理
床直上、副葬品

2

3

4 供        (4

5 言羊利レ下し 保        (5

4'Tとく

7 患永通費詳細不リ 保        (7

号
媛
３４
土

1 百 寛 永 銭

床直上、副葬品

百 寛永
新 費 永

2

3

4 水ヽ 1

5 ・永 委⑫ 2

新 寛 永 銭 狛   (

7 新 寛 永 銭 Bra鬱

号
媛
３７
土

1 言手琳出イ 物ヽ

布付着、
保存処理

布付着、翻

２

一
１

4 詳 細 不 明 保 十

5 新 寛 永 銭 7承

6 盲 寛 永 銭 狛 ⑫

7 百 寛 永 銭 JrH鯉

8 言手�出イ りヽ電 破 片 1

号
媛
３９
土 床直上、副葬品

委 (1 1

2 翔イ覧

3 新 覧 永 豊 1

4 :永銭

5 新 寛 永 銭 委 鬱 1

6 新 寛 永 銭

7 百 蒐 永 銭

４０．．批
壊

鉄後評絣

副葬品

l

2 鉄銭詳細不明

3 鉄銭詳細不明
4 鉄飯詳綱不明 /卜 (

5 珠銭詳jFtH不 明 ィ、くe9
6 鉄後詳�小 イヽ (4)
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地

区 土媛
貨
号
銭
番 分類 背面

出土状況
備  考

整理
番号

Ａ

区

４０．２批
媛

水

副葬品

2

新 寛 永 窃 3

新 寛 永 銭 4

新 寛 永 銭 5

6 新 寛 永 鋲 詈套子 (

7 新 寛 永 鋲 狛 ∪

堅
球
択

421許

土媛
床直上、副葬品

l

2

i永銭 3

寛 永 文 銭 文 4

百 寛 永 銭 委      (

称 寛 永 銭 委処,6
7 百 盲 永

45=許

土壊

鉄錆付着、鉄銭
混か ?

床直上、副葬品

l

言羊糸田勇トワ 2

詳 細 不 明 3

言羊糸田コFワЦ 4

言千藻出ラБり月

48号
土壊

1 称 寛 永 銭

床直上、
副葬品

委 ① ユ

寛永 更鋲
新 資永銭

更 委 ⑫ 2

旭ヽ

i永

拓     (

4

iヲk錫 5

6 も永通費詳細不賜 6

7 恙永通賀詳細不明

49号
土壊

1 新 寛 永 銭

床直上、目げ葬品

委 ⑫ ユ

百 寛 永 銭 委 ⑫ 2

勅 寛 永 銭
鋲銭詳細不明

拓

l

鉄銭詳細不明 2

6 新 寛 永 銭

7 寛 永 鉄 銭 不     (

50手許
土媛

1 新 寛 永 銭

床直上、目U葬品

委 ① l

恙永通費詳細不リ 委鬱 2
新 官 水 鋭

4

新 寛 永 5

6 苗 寛 永 6

7 苗 寛 永 銭 7

51号
土媛

1 言辛�田イ り`電

付着、

床直上、

副葬品

1

2

4

新 寛 永 1

新 寛 永 2

7 苗 寛 永 銭 3

8 新 寛 永 銭

521許

土壊

1 百 更 永 銭

床直上、副葬品

1

tデ賣ζ

こ永

古 寛 永 2

新 寛 永 1

百 寛 永 銭 2

53手許
土壊

1 言手イHイ Hヽ■l

錆、布付着、
保存処理

床直上、副葬品

1

2

4

言羊糸田ラドし 5

6
7 言幸不出ラ下り月 7

54号
土壊

1 新 寛 永 銭

床直上、
保存処理

1

水
一永

4 永

永 銭 2

鉄銭詳FJI不明

地

区 土壌
貨
号
銭
番 鱒 背面

出土状況
備  考

理
号
整
番

Ｃ

区

号
媛
２
土

l 寛永通賣詳細不り 拓 ①

2 百 寛 永 銭 ね K21

永 銭 拍 ∪

4 /k後 ラと(4)

5 鷲永通奮詳細不り

6 古 寛 永 銭

3号
土壊

1 盲 寛 永 銭

床直上、副葬品

1

2 百 寛 永 銭

寛 永 更 銭 文 委 ● 3

4 k銭 委 ∪ 4
5

6
子寛 永

興
臣
6

7

号
壊
４
土

I 寛永通費詳細不り
鉄錆付着、
鉄錢 混
か? Ｌ

上
口
ｍ

直
葬
床
副

保 ① l

2 言千不W7下 り月 保     (

3 言干不出イ Hヽ■l 保     (

4 保 鬱 4
5 新

6 苑

7 ・丞 Jttζ (

地

区 土媛
貨
号
銭
番 蝉 背面

出土状況
備  考

整理
番号

Ｄ

区
47手許
土娠

Hjl

鉄錆付着、鉄銭
混か ?

床直上、副葬品

2

ョコトF 興
類3 3

4 言羊糸田/TH□月

5 )5

6 言辛不出フトリH 委 ① 6

7 言手琳出イ 物ヽ 委 G7

地

区 土媛
銭貨
番号

分類 背面
出土状況
備  考

整理
番号

Ｅ

区

号
媛
６
土

1 新 寛 永 銭 委 ⑫ l

2 新 寛 永 銭 委 ⑫ 2

百 寛 永 銭 委 ⑫ 3
4 寛 永 鋲

新

委 ⑫ 4
JχJ(1)

6 殆  (3,

7 新 寛 永 拓 ①

8 新 寛 永 銭 拓 ③

号
壊
７
土

1 百 寛 永 銭

床直上、副葬品

拓 ①

2 新 寛 永 銭 ね ⑫

百 寛 永 銭 拍 ∪

4 ↓色(4)

5 ラ色(59

6 蟹熊涌曹詳細赤肝 拓 ③

7 盲 寛 永 銭 拓 ⑭

8 新 寛 永 銭 拓
r89

号
頻
８
土

1 言手�出イ りヽ可

布付着、
保存処理

床直上、
副葬品

保 ① l

りヽけ
3 供  (1)8

4 4

5 詳 細 不 明 保 ① 5

6 糸田/1・ り周 保 ① 6

7 新 寛 永 銭 ね⑫ ユ
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第Ⅲ章 八反田遺跡の調査

第 1節 調査

1 遺跡の概要
人反田遺跡は、人反田・ナH子地区墓地群から続く尾根の東側斜面に位置する。調査区は東側へ向け下

り傾斜し、約 4mの高低差を有する。

調査は9月 26日 に開始した。調査区に

は伐採済みの竹が倒したままの状態で、

まずその除去から行なった。竹をチェー

ンソーで短く切り、調査予定地の外へ運

んだ。その後、10月 5日 から、重機によ

る表土剥ぎ、入力による包含層掘削を行

34.Om なった。調査区南部で遺物が集中して確

認されたため、南部を全面掘削、北部は

トレンチ調査とした。遺構は確認されず、

Ⅲ層を中心とした古代の包含層が確認さ

35.Om れた。遺物の出土状況は、低位にたまっ

たような状況で流れ込みの可能性が高

い。遺物の取上。測量を行ない、10月 H

日調査を終了した。

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V
Ⅵ

黒褐色土 (表土)

灰黄褐色土 橙色粒少し含む      Ⅵ

黒色土 橙色粒多く含む

黒色土 橙色粒非常に多く、締まりがあり硬い
黒褐色土

にぶい黄色 (岩盤)

第147図 八反田遺跡遺物分布図

36.2m
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29

0                 10cm

第148図 八反田遺跡出土遺物実測図 (1/3)

表 7 八反田遺跡出土遺物観察表

潟
報
1辮
r≧_■1岳後垂

暮留 遭走  種類 胎土
外面調整
外面色調

整
調
調
色
面
面
内
内 絲 唯 ぞ 備考

土師器郭
lmm大の茶色粒 ローリング ローリング

浅黄橙色 (Hue7.5YR8/3)浅 責橙色 (Hue7 5YR8/4)
(4.3)(■ 5) 5.6 底部糸切り

合む

土師器郭
lmm弱 の白色粒 ローリング

少し合む    浅黄橙色 (Hue7.5YR8/6)
ローリング

浅黄橙色 (Hue7.5YR8/6)
■4  6.6 底部ヘラ切り

Ⅲ 黒色土器皿 1～2mm大
の茶色 ローリング

粒数点合む   灰白色 (Hue2.5Y8/2)
ローリング

黒色 (Hue2.5Y2/1)
68 黒色土器B類

Ⅲ須恵器邦伽線謡織
色
民雹段督怪曽t5っ 決E(Hue5Y5/11

須恵器壺
ど騨
絶み9民哲裂母急寿昂っ 躍色≒酷Yうこ QZの

2 出土遺物

遺物は、土師器の杯、高台付杯(椀)、 甕 、黒色土器の皿、須恵器の高台付杯 (椀 )、 壺が出土してい

る。土師器は摩耗が激しく詳細な調整を観察することができないが、杯類の底部はヘラ切りによるもの

と思われる。また、布目を有する布痕土器の出土が無く、仮にローリングを受けて摩耗しているとして

も、それらしい土器片はほんの数点にすぎない。

26と 27は土師器である。26は体部から口縁部にかけて直線的に立ち上がり、器高が高く約4.5cm程度

になる。底部は円盤状である。27も 直線的に立ち上がるが 26と比べて器高が低くなる。281ま黒色土器の

皿で内面を黒く燻している。29と 301ま須恵器である。29は高台のみで上部の形状は定かでない。30は壷

で下村 Bタ イプに似た形状のものと思われる。体部内面はタタキ痕をナデ消している。

時期は10世紀前後を中心とするが、27は下るものと思われる。
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第Ⅳ章 分 析

第 1節 宮崎県高岡町人反田。)|1子地区墓地群出土の近世人骨について

峰 和治

(鹿児島大学 。大学院医歯学総合研究科・歯科応用解剖学分野)

1.イまじめに

平成12年 (2000)の 県営ふるさと農道建設に伴う発掘調査で、東諸県郡高岡町大字上倉永に所在する

人反田・ナ|1子地区の古墓群から、近世～近代に属するとみられる人骨が出土した。同町教育委員会の依

頼により、筆者がこれらの人骨の整理・復元と形質人類学的鑑定の作業を担当したので、その所見を報

告する。なお、墓の形態は隅丸方形の平面プランをもつ土媛墓で、鉄釘が検出された墓の存在から大半

が木棺埋葬と推測されている。墓の年代については、土壊に対応する墓石に元禄あるいは宝永の元号が

読み取れること、型式的に江戸時代中 。後期のものと推測されるキセルがあることから、江戸時代を通

じて使用された墓域との見方ができる。年代を特定できる墓は多くないが、この報告では入反田・ナH子

墓地群の資料を一応、江戸時代を主体とする近世人骨群として扱うこととする。なお、かんざしや陶磁

器、六道銭などの副葬品が検出された墓については、さらに詳細な年代分析が別途行われる可能性もあ

る。

人骨が検出された墓は27基であるが、その内の 1基 (40号土娠)で部位的に重複する人骨片が見いだ

された。量的にはわずかであり、墓の切 り合いの可能性も否定できないが、全身が残っている訳ではな

く、混入かどうかの正確な判定はできない。これを 2個体分とみなした場合には28個体となる。保存状

態は全般に不良であり、性別・年齢などの判定だけに限定される個体が多かったが、可能な限り骨計測

を行って体格に関する基礎データの採取にも努めた。

2.人 骨所見

人骨の資料内容を表 8に、主要個体の写真を図版 1に示す。以下に、土装ごとの人骨遺存状況と形質

の概要を記載する。

● 2号土境 :女性 ?、 成人

大腿骨体上部の小骨片だけである。幅が狭 く、華奢である。

● 3号土壊 :女性 ?、 壮年

頭蓋と怪骨体の破片だけが遺存する。15本 (上顎 9、 下顎 6)の遊離歯があり、咬耗は切縁や咬頭に

とどまる。上下顎の第 3大臼歯には咬耗面がある。頭蓋冠は比較的薄い。

● 6号土墳 :性別不詳、小児 (12歳 )

頭蓋と体肢骨 1片が遺存する。26本の残存歯は全て永久歯だが、第 3大臼歯は歯根形成が 1/4ほ ど

で萌出前である。第 2大臼歯にわずかな咬耗面が認められることから12歳前後と推測した。成長の途上

であり、左下顎枝上端や上腕骨体は非常に繊細である。

● 7号土境 :性別不詳、成人

ごく少量の下肢骨片が遺存する。緻密質の性状から、成人との見方ができるが、性の判定は不能であ
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る。

● 8号土境 :男性、壮年

頭蓋および体肢長骨片が遺存する。頭蓋縫合はラムダ周辺では全く閉鎖していないが、ブレグマ部で

内板の閉鎖が見られる。頭蓋冠の径は比較的大きい。大腿骨体は粗線が発達しているが細 く、推定され

る長径は短い。

● 9号土境 I性別不詳、年齢不詳

大腿骨の遠位付近とみられる小骨片 1個で、性。年齢の判定は不能である。

●10号土境 :男性、成人

下肢左右の大腿骨および匹骨の骨体片が遺存する。骨体の大さから男性と判定され、成人に達してい

るとみられる。怪骨の扁平性やDF骨の樋状形成はない。

●12号土渡 :女性、壮年

頭蓋冠と体肢の破片が少量遺存する。睡骨体とみられる破片は非常に華奢で、女性であろう。歯冠 2

点 (上顎犬歯および下顎第 2小臼歯)の咬耗は軽度である。

●13号土境 :性別不詳、年齢不詳

ごく少量の黒色破片が遺存するが、人骨 (頭蓋冠破片)か有機物の断片か肉限では正確に判別できな

016号土境 :性別不詳、年齢不詳

部位の特定できない頭蓋冠の小破片が遺存する。

●19号土境 :性別不詳、年齢不詳

ごく小さい骨片が遺存するだけである。

●20号土墳 :女性、成人

側頭骨 1片 と体肢骨片が少量遺存する。胚骨体とみられる破片は非常に華奢であり、女性であろう。

●29号土墳 :性別不詳、成人 ?

頭蓋冠と体肢骨体の破片が少量遺存するだけである。上顎小臼歯の歯冠片にごくわずかな咬耗が見ら

れる。

●30号土渡 :性別不詳、成人

左右の下肢骨片が残るだけである。

●34号土壊 :男性、熟年

頭蓋冠と大腿骨体を含む下肢骨片が遺存している。矢状縫合は内板が閉鎖している。上腕骨の筋付着

部がよく発達しており、頑文である。

●35号土境 :性別不詳～壮年

左側の上下顎歯の歯冠が配列したまま、土で固められたブロックの状態で遺存する。歯根および骨質

は腐食し、エナメル質に破折線が入っているため、周囲の上の除去を気留した。第 3大臼歯まで萌出し

ているが、咬耗はごく軽度である。

●37号土境 :女性、壮年

頭蓋の小破片と左大腿骨体が遺存している。大腿骨の上部は非常に扁平で細い。脳頭蓋片に残る縫合

部分に閉鎖は見られない。
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●40号土境 :2個体

側頭骨が重複しており、明らかに 2個体分の人骨が遺存している。

(1)人骨A(40-1号 )(男性、熟年 )

頭蓋および大腿骨の形状から、比較的頑丈な体格をした男性と推定される。三主縫合の内板はほぼ閉

鎖し、クト板でも一部で癒合が始まっている。いわゆるoccipital bunningが顕著である。計測は不能だが、

上面観で長頭の印象を受ける脳頭蓋である。頭蓋最大長は185を超えるようであり、左euか ら正中まで

の距離61の 2倍を最大幅とすると、長幅示数は65以下とみられる。胚骨の扁平性は見られない。

(2)人骨B(40-2号 )(女性、壮～熟年)

頭蓋および下肢骨の形状から、比較的華奢な女性と推定される。頭蓋冠が全体に薄く、スカスカで軽

い。第 3大臼歯を含む 9歯が遺存し、咬耗は中程度で象牙質に及んでいる。上顎洞内面に、慢性副鼻腔

炎の徴候とみられる多孔性肥厚がある。

●45号土渡 :男性、熟年

頭蓋冠だけが遺存する。径は全体的に大きく、後頭部のレリーフも凹凸が強い。乳様突起が大きい。

ラムダ縫合と矢状縫合の内板がほぼ閉鎖している。

蓋である。

●47号土境 :性別不詳、成人

計測は不能だが、上面観で長頭の印象を受ける脳頭

脳頭蓋および下肢骨の破片が少量遺存する。成人には達している。右外耳道壁に骨腫は見られない。

●48号土境 :性別不詳、成人 ?

左側頭骨錐体の破片だけである。少なくとも成人には達しているであろう。

●49号土境 :性別不詳、小児 (7歳 )

頭蓋、下肢長骨、肋骨、椎骨の破片が遺存する。乳歯や未萌出の歯冠も含めて下に示す27歯が確認さ

れ、歯根の形成程度や咬耗の状態から7歳の小児と推定される。長骨骨体の太さもこれにほぼ符合する。

上顎第 1、 第 2乳臼歯の咬合面に中度の齢蝕がある。上顎第 1大臼歯に顕著なカラベリー結節が見られ

※遺存する全乳歯と第 1大臼歯が萌出し、

それ以外は未萌出または萌出途上とみら

れる。

●50号土境 I男性、壮年

大腿と下腿の骨体片が左右とも残っている。長径は短いが、緻密質は厚く、頑文である。

●51号土境 :男性 ?、 壮年

頭蓋と大腿骨の破片が少量遺存する。側頭骨錐体の大きさや大腿骨の幅径は大きく、男性の可能性が

高い。右外耳道壁に骨腫は見られない。

●52号土境 :女性、壮年

頭蓋と下肢骨の破片が少量遺存する。頭蓋冠の縫合に閉鎖は見られない。右恨Jの前頭骨頬骨突起や下

顎頚は細くて扁平であり、左乳様突起は小さい。左上顎洞外側壁に多孔性の粗雑面が見られ、右顎関節

の関節結節では海綿質が露出している。上顎左側の第 1、 第 2大臼歯の歯冠が遺存し、 2歯 とも咬頭頂

76543
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が軽度に咬耗している。第 2大臼歯の隣接面咬耗から、第 3大臼歯の既萌出が推測される。また、小寓

や隣接面表層にとどまる点状瀬蝕がある。匹骨の幅径は小さく、女性の可能性が高い。

●53号土境 :男性、壮年

頭蓋および下肢骨の破片が遺存する。頭蓋冠は厚く、後頭骨外表面のレリーフは凹凸が強い。頭蓋冠

の縫合に閉鎖は見られない。側頭骨錐体が大きく、下肢骨の緻密質も厚い。

●54号土境 :男性、壮年

頭蓋冠のほか、少量の長骨片が遺存する。ラムダ周辺の頭蓋縫合に閉鎖は見られない。側頭骨の錐体

および乳様突起が比較的大きい。蝶形骨洞の内面に、軽度の慢性炎症を示す多孔性の粗雑部が見られる。

3.形 質のまとめ と考察

八反田・,H子墓地群出上の近世人骨28体には、保存不良ながらいくつかの特徴が見てとれた。年齢構

成は、小児 2体と熟年 2体を除けば成人、壮年もしくは壮～熟年と判定された (表 8)。 江戸時代の平

均寿命の短さからすると、高齢個体の少なさは妥当としても、小児 2体以外に未成人骨が見いだせない

のは不自然である。これには、成長途上にある個体の骨質の薄さが消失に傾かせた、もともと成人のよ

うにはきちんと墓域に埋葬されなかった、などいくつかの理由が考えられる。墓の大きさや形態、副葬

品なども加味すれば、さらに深い議論が可能であろう。

病的所見として、慢性炎症による骨壁の肥厚が上顎洞に 2例 と蝶形骨洞に 1例見られた。上顎洞の古

病理学的報告は比較的多いが、喋形骨洞に関してはほとんど知られていない。筆者が知る限り、奄美大

島和野 トフル墓近世再葬人骨の 1例だけである (小片ら、1988)。 蝶形骨洞は破損しやすい部位である

ため、これまで汎副鼻腔炎の波及が見過ごされてきたのではなかろうか。

体格に関しては、下肢骨に関するごく少数の計測値が得られただけである (表 9)。 長径は全て計測

不能であったが、全体的には小柄であろうと推測される。大腿骨では、柱状性を示す 1体があったが、

それ以外では粗線が発達しておらず、骨体上部の扁平性も見られなかった。また、睡骨も扁平性を示さ

なかった。頭蓋の計測はほとんどできなかったが、脳頭蓋の上面観が前後的に長い傾向を示す男性頭蓋

が 2例含まれており、現代人に比べれば明らかに長頭的であった。顔面部や上肢に関しては、破損のた

め所見が得られなかった。

日本人の形質が近世以降、現代に向かって急激に変化してきたことはよく知られているが、同じ近世

人の間でも地域によってかなり違った特徴をもつことが骨格資料の研究で明らかになりつつある。これ

まで江戸時代の人骨は、大量出上をみることの多い大都市部に集中する傾向があって、それ以外の地域

の住民についてはまだ不明な点が多いと言わざるをえない。形質変化の要因を明らかにしていくために

は、時代変化を追究すると同時に、地域差や異なる環境のもとに暮らす人々の間にどのような違いがみ

られるかを明確にしておく必要がある。

長岡は東北、関東、近畿、九州の各地方から出上した江戸時代人の頭蓋および歯冠計測値を分析して、

近畿を中心とした形質の同心円的構造を確認し、その出現時期を江戸時代以前と推測している

(Nagaoka,2003;長 岡・平田,2003)。 長岡が用いた九州の資料とは、主に北部九州出上のものであった。

確かに近年、九州の北部各所でかなりまとまった数の近世墓が調査されており、上記の課題を検討して

いくための有力な手掛かりが得られるものと期待されている。一方、南部九州では今のところ、保存状
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態のよい人骨を出土する大規模な墓地の調査は枕崎市松之尾遺跡 (松下,1981)の他に例がない。少数

の散発的な資料をまとめることには問題も多いが、大まかに当地域での傾向を把握することを目的とし

て、いくつかの遺跡から発掘された江戸時代の資料を集計して、他地域の同時代人と比較を行った。資

料は人反田・,H子地区のほかに、筆者らが直接携わった都城市貴船寺跡、大国市王城古墓、串良町稲村

城跡、南種子町広田近世墓、市来町市ノ原遺跡 (第 1地点)出上のものである。これらは、すべて土墳

墓から検出されており、木棺や早桶の痕跡が残っている場合もあった。所属階層を判断する決め手には

欠けるが、副葬品は六道銭などを除いて全般にわずかであり、少なくとも武士階級ではない。詳細な計

測値は省略するが、概要はほぼ次のようにまとめられる。

a.頭蓋の形質

南部九州近世人の頭蓋長幅示数は男女とも長頭型に属す。男性を比較した場合、熊本県の桑島ほどで

はないが、枕崎市の松之尾(中世末～近世)や山口県の吉母浜 (中世)に匹敵する。短頭性の強い南部九

州の現代人はもとより、大坂や江戸の同時代人との差が目立つ。また、バジオン・ブレグマ高が低く、

長高示数や幅高示数も小さい。

顔面部では、頬骨弓幅などの幅径が大きく、高径が小さいため、顔示数や上顔示数は低・広顔の度が

強い。やや歯槽性突顎の傾向が見られる。鼻根部はそれほど扁平でない。

b.体肢骨の形質

女性の計測例数が極めて少ないので、男性のみの比較を行った。とはいえ、男性の場合も例数が少な

く代表性には問題があるが、長径は比較群と同等以上の大きさをもつ。骨体の幅径や周径に比較群と目

立った違いはない。上腕骨や匹骨骨幹の扁平性は認められない。大腿骨骨幹の柱状性は弱いが、上部は

やや扁平である。大腿骨から求めた推定身長は男性160.8cm(2例 )、 女性は147.9cm(2例 )である。

以上、南部九州 6か所の近世人骨の所見を総合すると次のように言えるであろう。

①脳頭蓋は長頭性が強く、頭高は低い。

②顔面部は低・広顔の度が強い。やや歯槽性突顎の傾向が見られるが、鼻根部はさほど扁平ではない。

③体肢骨は近世人集団の中では長いほうである。骨幹の幅径に比較群との違いは目立たない。骨幹断

面の形状では、上腕骨や匹骨の扁平性はなく、大腿骨の柱状性も弱い。

南部九州近世人に見られた顕著な特徴は長頭性で、北部九州でもこうした傾向にあることが既に指摘

されている (中橋,1987)。 ただし、南部九州においてはその度合いが全般に強く、低。広顔性と併せて

中世的特徴が他の地域よりも色濃く残っていた可能性を示唆している。頭蓋 9項目を用いて南部九州近

世人からのペンロース形態距離を算出してみると、比較群の中では同一地域の松之尾中。近世人が最も

近いという結果となった。次いで中世の吉母浜がくるが、大坂や江戸の近世人とともに桑島は少し離れ

る。最も距離が大きいのは南部九州の現代人である。北部九州では少なくとも明治・大正期まで長頭傾

向が遺存したと考えられるが、南部九州人については江戸時代における長頭傾向から一転して、近代以

降は強い短頭性を示すことが生体計測の立場からしばしば指摘されてきた。こうした形質変化の方向性

の違いが九州の南北で認められる。その具体的な要因は不明であるが、南部九州でいつ頃から短頭化が

急激に進行し出すのかを明らかにできれば、ひとつの手掛かりとなるであろう。
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表 8 人反田・
'H子

地区墓地群出上の人骨資料

2号

3号

6号

7号

8号

9号

10号

12号

13号

16号

19号

20号

29号

30号

女性 ?

女性 ?

不詳

不詳

男性

不詳

男性

女性

不詳

不詳

不詳

女性

不詳

不詳

男性

不詳

女性

男性

女性

男性

不詳

不詳

不詳

男性

男性 ?

女性

男性

男性

成人

壮年

小児 (12歳 )

成人

壮年

不詳

成人

壮年

不詳

不詳

不詳

成人

成人 ?

成人

34号

35号

37号

40号A

40号B

451許

47号

48号

49号

50=許

51号

52号

53号

54号

壮～熟年

壮年

壮年

熟年

壮～熟年

熟年

成人

成人 ?

小児 (7歳 )

壮年

壮年

壮年

壮年

壮年

註 :年齢は20歳以上を成人とし、壮年は20～40歳、熟年は40～60歳の範囲を目安とする。 ?がつくのは性

判定の精度が落ちる個体。

表 9 下肢骨の計測値 (mm)

大腿骨 8号左   37号左   40号 A右   50号左
6 骨体中央矢状径
7 骨体中央横径
6/7 骨体中央断面示数

9 骨体上横径
10 骨体上矢状径

10/9 骨体上断面示数

睡骨

27          23

22          23

122.7        100.0

26         28

23          19

88.5         67.9

9号右   50号左

27          23

27          23

100.0        85.2

32         30

25          21

78.1         70,0

52号右

8 中央最大矢状径
9 中央横径
9/8 中央断面示数

8a 栄養孔位最大径

9a 栄養孔位横径

9a/8a  胆竪月R菱完

５

７

　

２

　

１

２

　

２

　

８０

０

　

２

　

０

つ
じ
　
　
０
と
　
　
ワ
ｒ

26

22

84.6
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1.40号墓人骨.頭蓋上面。長頭的 . 2.50号墓人骨.下肢 .
Fe大腿骨,Ti腫骨,Fi鮮骨 .

4.54号墓人骨.蝶形骨洞内面の炎
症性肥厚 .

5.49号墓人骨.7歳前後と推定された混合歯列期の歯群 .

a乳歯,b下顎永久歯,c上顎永久歯 .
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第 2節 八反田。川子地区墓地群出土木製品の樹種調査結果

(株)吉田生物研究所

1.試料

試料は高岡町八反田・川子地区墓地群から出土した雑具 2点である。

2.観 察方法

剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板日 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラートを

作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3.結 果

樹種同定結果 (タ ケ類 1種)の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1)イ ネ科タケ亜科 (Subfamo Bambusoideae)

(遺物No。 2,4)

(写真No.2,4)

No.2は横断面と接線断面、No.41ま横断面しか試料を採取出来なかった。

No.4では横断面にタケ亜科の特徴的な維管束が見られる。No.21ま特徴的な維管束は見られない

が遺物の残存状態と細胞の形状をNo.4と 比較した結果、No.4と 同種のものと考えられる。

参考文献

島地 謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 (1988)
島地 謙・伊東隆夫「図説木材組織」地球社 (1982)
伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四郎・村田 源「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」保育社 (1979)
深澤和三「樹体の解剖」海青社 (1997)

奈良国立文化財研究所「奈良日立文化財研究所 史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇」(1985)
奈良国立文化財研究所「奈良日立文化財研究所 史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇」(1993)

使用顕微鏡

Nikon MICROFLEX UFX― DX Type l15

表10 高岡町人反田・川子地区墓地群出土木製品同定表

NO. 遺構名 品 名 樹 種

40‐ 2号土崚 キセル雁首 イネ科タケ亜科

4 53号土壊 キセル雁首 イネ科タケ亜科
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横断面×40
No-2 イネ科タケ亜科

横断面×40
No-4 イネ科タケ亜科

接線断面×100



第 3節 八反田・川子地区墓地群出土材質不明遺物の成分分析

(株)吉田生物研究所

1.は じめに

高岡町に所在する八反田・川子地区墓地群から出土した銅銭には、布片が付着していた。そしてその

布片の上に、約1.5cm四方の光沢のある銀色の薄片が検出された。この遺物について、その材質を調査

する目的で以下の通り成分分析を行ったのでその結果を報告する。

2.資料

調査した資料は表llに示す37号土竣より出土した不明遺物 1点である。

表11 調査資料一覧

No. 保存処理No. 遺物名 概 要

1 18 不明遺物
約1.5cm四 方の光沢のある銀色の薄片。層状

の構造を呈する。

3.方法

理学電機工業仰製の全自動蛍光X線分析装置3270E(検出元素範囲B～U)に よって資料本体に蛍光X

線を照射して分析した。

4.分析結果

Al,Si,S,K,Fe,Cuが検出された。金属のFe,Cuの含有率は極めて低く、これらの金属の合金とはい

えない。Siの含有率が一番高いため、岩石由来の可能性が高い。

表12 銀色部分の成分分析結果表

元素名 含有率 (%)

Al 25

Si 39

K 0.99

Fe 5.6

Cu 3.3
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第Ⅳ章 まとめ

八反田・

'H子

地区墓地群は、江戸時代から昭和50年代まで存続する墓地である。以下に江戸時代にお

ける人反田。サ|1子地区墓地群について、項目ごとにまとめる。

1 石材 について

本墓地群で墓石に使用された石材は、溶結凝灰岩である。この石材は、高岡町内では、浦之名地区を

中心とした浦之名川・大淀川流域に産地があり、通称「高岡石」と呼ばれる。高岡石は、江戸時代には、

墓石や武家屋敷の石垣として使用されていた。『高岡郷土史』註1に よると「古来郷上の産物として石材

は其重なるものなり殊に我が浦之名石は其質堅く上等の墓石として最も重んぜらる郡内は勿論郡外妻佐

土原方面より注文多く年額約 1高国以上に上れり石工は各石場を所有し採取しつくせば復他の石場を開

堀し幾十百年の間今尚石材の蓋くるを知らず依 りて如何に石材の豊富なるかを察するに足るべし。」と

あり、良質の石材が豊富に産出し、高岡の産物として流通していたことがわかる。また、石の硬さによ

って用途が異なり、やわらかいものはかまどに、かなり硬いものは住宅の棟石・農家の堆肥小屋の基礎

石に、さらに硬いものは墓石。鳥居・石垣・燈籠い、最も硬いところは、餅つき臼石に使用されていたと

ャ、ぅ註2。

【参考文献】
註1 本田親典編『高岡郷土史』1932

註 2 谷山秀利「高岡の石屋さん」『たかおか一大正の高岡―』第10号 高岡を語る会 1982

2 墓標の形式変遷

第Ⅱ章で、墓標の形式を頭部形態と正面形態とで分類した (第 5図 )。 その結果、A-1,2,3,4類 、

B-1,2,3,4類 、C-1,2類、D-1,2類、E-2類 の13種類に分類できた (表 2)。 このうちA―

1類 (頭部切妻形・正面平坦)が29基、A-2類 (頭部切妻・正面花燈形)が31基、B-2類 (頭部寄棟

・正面花燈形)が26基、B-4類 (頭部 寄棟 ・正面花燈形+条線)が15基で、全体の約 7割を占める。

A-1類 は半数が子供の墓である。年代別に見ると、1660年代～90年代にはいわゆる板碑形であるB―

3類 (頭部 寄棟 ・正面条線)が主流である。1700年代になると、A類や他のB類が多くなるが、A―

1類 とA-2類 はその後幅広い年代で見られるのに対し、B-3類 は1730年代まで、B-2類、B-4

類は1720年代から1780年代に限られ、1780年代にはB類はすべて姿を消す。D-2類 (頭部かまぼこ・

正面花燈形)は 1800年代から、D-1類 (頭部かまぼこ。正面平坦)は 1860年代から出現する。さらに

墓標の大きさは時代が下るにつれて小型イとする傾向がある。 (藤木)

3 墓碑について

墓標に刻まれる墓碑からは、墓標が作成された年代や被葬者に関するデータを知ることができる。そ

して、これら被葬者のデータから、この墓地群には、鹿児島藩時代 (江戸時代)の穆佐郷の郷士層と農

民層の 2つの階層に所属する人々が埋葬されていることがわかる。以下、墓標からわかる2つの階層に

ついてまとめる。

①郷士層

鹿児島藩では、鹿児島にある藩主の居館である鶴丸城のほか、藩内各所に102の外城 (郷)を置き、
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各外城に麓と呼ばれる武士集落をつくり多くの武士 (郷士)を住まわせた。そして、これら郷士たちは、

外城の様々な役職に就いて外城の軍事・行政を管轄するとともに、一朝ことあるときには軍団として編

成された。

人反田・川子地区墓地群は、この102の外城の一つである穆佐郷に属していた。そして、墓地群にあ

る墓石には、明らかに穆佐郷士の家の墓石と考えられるものを散見することができる。墓標観察表 (表

3)か ら抽出すると、重信家 3基 (10。 33・ 49号 )、 谷国家 2基 (32・ 57号 )、 山下家 1基 (37号 )、 押

川家 8基 (67。 107・ 108・ 109。 110。 ■1・ 112・ 113号 )、 山本家 8基 (132・ 134・ 142・ 146。 147・

155。 156・ 157号 )、 山国家 3基 (141・ 144・ 149号 )、 岩切家 3基 (123。 145。 150号 )、 真方家 1基

(135号 )、 合計 8家29基の墓標が確認できる。

次に、これら8家29基の墓標の年代について見てみると、各家の墓石の作成年代の範囲は、重信家

(1699～ 1753)、 谷国家 (1747～ 81)、 押川家 (1689～ 1799)、 山本家 (1749～ 1813)、 山口家 (1744～ 77)、

岩切家 (1749～ 89)、 真方家 (1828)と なっている。これによると、これらの家々の墓石のほとんどは

18世紀に作成されたもので、ここで見る限り幕末・明治時代に墓石が連続しているようには考えられな

い。恐らく、各家々がそれぞれの時期において、庄屋役や浦行司役など、農村や山林に関係する郷の役

職に就き、限定された期間この墓地を使用したのではないかと考えられる。

②農民層

鹿児島藩では、藩領全般において門割制度と呼ばれる独特の農村制度を施行していた。門割制度の基

本単位である門は、中世に由来するものであるが、島津氏の領国経営が進み、万治内検から享保内検が

実施されるまでの間に近世的な門へと編成されていった。

門を構成する農民には、名頭と呼ばれる門の長と、名子と呼ばれる平百姓数戸があり、名頭の責任の

もとに、門を単位として農業生産及び租税の納入が行われた。

ところで、『高岡町史 上巻』によれば、人反田・川子地区墓地群が位置する外城穆佐 (穆佐郷)の

上倉永村には58の門があった。また、上倉永村は、的野地区と西浦地区 (現在の上倉地区)に分けられ

るが、墓地群がある西浦地区には30の門があった (F高岡町史 上巻』に記載されている門名について

は、典拠 。年代が記されていないため、すべての門が江戸時代を通じて存在したかどうかは不明である)。

人反田。川子地区墓地群の中で、門名が刻まれた墓標を墓標観察表 (表 3)か ら抽出すると、「徳丸

F]」 (4号)「前薗門」 (51号 )「山出門」 (69・ 71号)「出山門」 (74・ 77号)「大西門」 (79・ 86号)「北ノ

迫門」 (130号)の 6門 (9基)が見られる。この中で、「徳丸門」「山出門」「出山門」「大西門」「北ノ

迫 (北迫)門」の 5つの門名が前述した西浦地区の30の門の中に名前が見える。また、観察表の中で

87・ 88号にはそれぞれ「瀬泉勘左ヱ門妻」「瀬泉勘左ヱ門」と刻まれているが、この「瀬泉」は前述し

た西浦地区の30F]中にある「頼泉門」のことではないかと考えられる。

87・ 88号を含めた■基の門名が刻まれた墓石の年代を見てみると、最も古いものは69号の元文 4年

(1739)で、その後は宝暦期 (1751～ 63)に 5基、安永期 (1772～ 80)に 2基、文久期 (1861～ 63)に

1基、年代不詳が 2基となっている。

以上、墓標から推測される人反田・川子地区墓石群の被葬者についてまとめてみると次のようなこと

がいえる。一つは、鹿児島藩時代の穆佐郷士層の墓地として使用されていたことがわかるが、墓石の作

成年代の期間が 18世紀頃にほぼ限定されることから、各家が庄屋役・浦行司役など郷の役職に関係し
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在村に居住した時期の墓地ではないかということ、もう一つは、穆佐郷上倉永村の門に所属する農民層

の墓地として使用されたということである。データが少ないためにあくまで推測の域は出ないが、郷士

層・農民層の2つの階層が混在する墓地の一事例として、今後、鹿児島藩の在村のあり方を知る上で参

考とすべき遺跡といえるだろう。

【参考文献】
原日虎雄著『鹿児島県の歴史 (県史シリーズ46)』 山川出版社 1973

『高岡町史」高岡町1987

4 埋葬主体部について

(今城)

埋葬主体部である土媛の平面形状は、切り合いなどで全体の形状が不明なものを除くと、隅丸長方形

もしくは隅丸方形を呈する。土娠の主軸を、南北方向にとるものが最も多い。また、木片や鉄釘が出土

した土壊もあり、それらは木棺墓であったと考えられる。

人骨の残存状況は良好とはいえないが、37・ 40-2'49・ 51・ 52・ 53号土娠は比較的残存状況が良好で、頭

蓋 (頭骨)が北、下肢骨 (足の骨)が南に位置する。その関係から、被葬者は、頭を北向きにして足を

折り曲げた状態で埋葬された可能性が高い。

5 副葬品

被葬者の副葬品と考えられる遺物が出土した土媛は、55基中、36基である。いわゆる「三途の川の渡

し賃」といわれる六道銭・貨幣がもっとも多く、36基からの出上が確認された。他に、磁器が 3基、数

珠が 2基、警が 2基、キセルが 2基の上媛からそれぞれ出土した。

土墳から出土した貨幣は、総数263枚に上る。その内訳は、古寛永銭53枚、寛永文銭14枚、新寛永銭

80枚 (背文「/Jヽ」 1、 「足」 1、 不明 2、 なし76)、 寛永鉄銭 1枚、寛永通賓で細分の出来ないもの14点、

鉄銭 9枚、開元通賓 1枚、元豊通費 1枚、詳細が不明なもの25枚、密着状態で保存処理を施したもの65

点である。出土状態から、副葬品と考えられるものを見ていくと、 7枚セットで出土したものが一番多

く25土媛あった。 8枚セットが 5土壊、 6枚セットが 4土壊、 5枚セットと3枚セットがそれぞれ 1土

壌ずつである。本墓地群では、 7枚セットが一般的であったと考えられる。庇児島藩領などの南九州の

近世墓で主流の 7枚セットの六道銭として位置づけることが出来る。また、被葬者と六道銭の位置関係

については、詳細な位置がわかるものはないが、頭骨と下肢骨の間で出土しているものが多い。布袋や

布包みの存在を示す繊維が付着していた六道銭は、11件確認された。

陶磁器は、 6号土娠と31号土羨、33号土娠で副葬品として出土した。 6号土媛は調査の結果、明治～

大正の所産と判明した。31号土羨、33号土媛から出上した小杯は、いずれも、肥前の染付で18世紀前半

～中葉の所産である。その他にも土娠への混入品として17世紀後半～18世紀の陶磁器が出土している。

これらは、御供え用ものと、今調査で確認できなかった古い土壊の副葬品とに大きく分かれるであろう。

数珠玉 (31号土墳から37点、37号土城から2粒が密着した状態のものが 1点)は、貝製の可能性が高い。

37号土墳のものは、連結せずに単体で用いたものか。警のうち、 6号土墳のものは 2点 ともベソコウ製

である (1点のみ図化)。 37号土娯のものは厚みが lmmと かなり薄いもので、端部に装飾が施される。

4カ所に穿子とが確認されるが、錆と劣化が激しく詳細は不明である。キセル (40-2号土壊と53号土墳で

出土)は、金属製の雁首と吸口のほか竹製の吸管が若千残存していた。いずれも18世紀後半以降の所産

と考えられる。
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写真図版 1
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A区土境完掘状況 1

A区土境完掘状況 2

ユ

B区土壊完掘状況

C区土境完掘状況 D区土境完掘状況

―-108-―



川子地区近景

写真図版 2

表土剥ぎ

墓石移動作業 掘削作業

土墳測量 人骨調査

人反田遺跡土層 八反田遺跡遺物出土状況
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55′ 20″
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750m2

農道

整備

遺跡名 種別 主な時代 主な遺跡 主な遺物 特記事項

八反田・川子

地区墓地群
墓地 近世 土壊

貨幣、陶磁器、警
数珠、キセル

八反田遺跡 散布地 古代 土器
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